
提出案件
（決議事項・要望事項･申送
り事項･研究事項いずれか

を記入してください）

理由または説明
提出クラブ･委員会

(提出責任者名の記入）

　　　【要望事項】

キャビネットレオ事業参加
時に、レオ１名あたり
所属クラブから現地ま
で１ｋｍあたり５０円程度
の交通費補助を各クラブ
へ支給してほしい。

Ｒ１年度　５Ｒ地区
青少年育成・レオ委員
柳川ライオンズクラブ
L.山上剛弘

  　　　　要望事項通りに決定された

（3）ＹＣＥ・青少年育成・クエスト･レオ分科会

これまで、事業参加時の交通手段としては、各クラ
ブのレオ委員が車を出したり、各クラブでバスを手
配して参加しているかと思います。
　柳川レオクラブは、秋季研修、年次大会に際して
は大型バスを手配し参加しておりますが、毎回約１
０万円のバス代は柳川ＬＣが負担しており、年２回
で約２０万円の予算を使っております。
　柳川レオクラブ単独の事業であれば、全額柳川Ｌ
Ｃの予算で行うのが当然であると思いますが、キャ
ビネットレオ事業参加に際しては、キャビネットの予
算から交通費を支給するべきではないかと思いま
す。
　今後事業が行われる場所次第では、福岡や北九
州から筑後地方に来て頂く場合や、逆に北九州方
面へ行くことも考えられます。このまま交通費の負
担が続けば、各レオクラブの事業への参加見直し
や、参加人数の縮小等に繋がり、レオ委員会の活
動自体が危ぶまれるものと思われます。
　各クラブの負担を減らすことが出来れば、休会中
のレオクラブの活動再開を促す効果、又は新レオ
クラブ結成の可能性もあるかと思います。また、レ
オの子供たちにライオンズクラブに触れてもらい、
将来のランオン候補者を育てるとの観点からも、レ
オ委員会の活動を縮小してはならないと思います。
　交通費補助額の算出は、あまり細かく計算しても
分かりにくいと思い、単純に直線距離が良いので
はと思っております。下記に交通費補助額の算出
案として、一例を記載しておりますので、御検討し
て頂きたく本案を提案致します。

＊２０１９年度の秋季研修に際しての交通費補助
　計算案
　柳川ＬＣから太宰府迎賓館まで直線距離で４３
　ｋｍ弱です。
    ５０円 × ４３ ＝ ２，１５０円
    ２，１５０円 × レオ参加人数 ＝ 支給額
　
    天神からだと１５ｋｍ位、小倉からだと５１ｋｍ位に
なると思います。
　　距離はYAHOO地図の距離計測を使用して測り
ました。

【採決された結果】

運営・財務・ＰＲ・ＩＣＴ・ 地 区 会則 ･ 会 員 ･
ｴ ｸ ｽ ﾃ ﾝ ｼ ｮ ﾝ 委員 地区名誉顧問・

会 則 ・ 会 員 ・ L.田川　弘子
元ガバナー

ｴ ｸ ｽ ﾃ ﾝ ｼ ｮ ﾝ ・
指 導 力 育 成 ・

地区 PR ・ ICT 委員

ア カ デ ミ ー
分 科 会

L.高原　光典

Ｇ Ｓ Ｔ 地区SPC・ＦＷＴ副
コーディネーター 地 区 FWT 委 員

地区GST
コーディネーター

国際協調・ＬＣ Ｉ Ｆ ・
地区FWT委員長

L.三原くみこ
地区名誉顧問
元ガバナー

アラート･ＦＷＴ分科会 地区ＬＣＩＦ・国際協調・
ア ラ ー ト 委 員

L.緒方　則雄

地区ライオンズ
地 区 ラ イ オ ン ズ
ク エ ス ト 委 員 地区名誉顧問・

ＹＣＥ・青少年育成・
クエスト委員長

L.大庭　省二
元ガバナー

クエスト･レオ分科会
地 区 Ｙ Ｃ Ｅ 委 員

L.松尾　幸主

地区GST委員長

②

L.渡邉　学 L.浅田　洋子 L.田中　孝文

地区ＹＣＥ委員長

③

L.岡　秀昭 L.樋口　敏和 L.原　吉德

L.吉田　勲

第第6688回回  地地区区年年次次大大会会　　代代議議員員分分科科会会編編成成

決 議 委 員 会
分 科 会 名

委員長 副委員長（司会者） 委員（記録） 助言者

地区会則･会員･
ｴｸｽﾃﾝｼｮﾝ委員長

地区指導力育成
アカデミー委員長

①

L.渡辺　隆児 L.塚元　悦夫
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(1) 運営・財務・ＰＲ・ＩＣＴ・会則・会員・エクステンション・指導力育成・

アカデミー分科会

(2) ＧＳＴ・国際協調・ＬＣＩＦ・アラート・ＦＷＴ分科会

(3) ＹＣＥ・青少年育成・クエスト･レオ分科会

(1) 決議事項

可決或いは否決、又は修正して決議し実行するもの。

但し、ガバナーの専決事項に関するものは「要望事項」以下とし、

「決議事項」とすることはできない。

(2) 要望事項

次期地区運営の参考として、次期キャビネットに要望するもの。

(3) 申し送り事項

次期キャビネットへ申し送るもの。

(4) 研究事項

次期キャビネット及び各クラブが今後研究していくもの。

(5) 自主運営事項

地区全体で統一することは困難なので、各クラブの自主的な運営に一任するもの。

(6) 取り下げ

提案自体を取り下げるもの。

代代議議員員分分科科会会提提出出議議案案

【【議議案案審審議議分分科科会会】】

【【審審議議事事項項説説明明】】
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(1) 運営・財務・ＰＲ・ＩＣＴ・会則・会員・エクステンション・指導力育成・

アカデミー分科会

(2) ＧＳＴ・国際協調・ＬＣＩＦ・アラート・ＦＷＴ分科会

(3) ＹＣＥ・青少年育成・クエスト･レオ分科会

(1) 決議事項

可決或いは否決、又は修正して決議し実行するもの。

但し、ガバナーの専決事項に関するものは「要望事項」以下とし、

「決議事項」とすることはできない。

(2) 要望事項

次期地区運営の参考として、次期キャビネットに要望するもの。

(3) 申し送り事項

次期キャビネットへ申し送るもの。

(4) 研究事項

次期キャビネット及び各クラブが今後研究していくもの。

(5) 自主運営事項

地区全体で統一することは困難なので、各クラブの自主的な運営に一任するもの。

(6) 取り下げ

提案自体を取り下げるもの。

代代議議員員分分科科会会提提出出議議案案

【【議議案案審審議議分分科科会会】】

【【審審議議事事項項説説明明】】

提出案件
（決議事項・要望事項･申送
り事項･研究事項いずれか

を記入してください）

理由または説明
提出クラブ･委員会

(提出責任者名の記入）

　

　    【決議事項】

　会員が負担する
　地区会費の増額
　について

地区運営費につきまして経費削減を行っており
ますが、キャビネット運営について熟慮を重ねた
結果、会費調整を3年にかけて下記のように提案
いたします。
　
　　　2022年7月1日　250円の増額
　　　2023年7月1日　250円の増額
　　　2024年7月1日　250円の増額

会費調整理由としては
・消費税アップに伴う費用の増加
・国際本部の要請によるセミナーの増加
・感染症対策によりソーシャルディスタンス
　をとる必要があり会議室費用の増加

1R　RC
Ｌ本村 良次

2R　RC
Ｌ阿部　浩二

3R　RC
Ｌ永田　　勇

4R　RC
Ｌ江口　美香

5R　RC
Ｌ松尾　一広

（1）運営・財務・ＰＲ・ＩCＴ・会則・会員・エクステンション・指導力育成・アカデミー分科会
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提出案件
（決議事項・要望事項･申送
り事項･研究事項いずれか
を記入してください）

理由または説明
提出クラブ･委員会
(提出責任者名の記入）

【要望事項】

協定に基づき福岡県社
会福祉協議会へ災害支
援を行う目的で、毎年募
金活動等を行うことにつ
いての検討を要望しま

す。

　
昨年、５月に締結した、福岡県社会福祉協議
会との間の協定書に、平常時の連携が記載さ
れています。災害時に寄付される災害義援金
は、被災者への寄付になり、県社協では使用
できません。
今期久留米地区の災害では337-A地区より、
資機材を寄贈しましたが、寄贈する以前は、
資機材はほとんどない状態でした。全く備えが
ありませんでした。
今回はたまたま資機材の提供を早期に出来ま
したが、今後の災害における県社協からの要
請に応えるために平常時の備えへの費用とし
て、337-A地区内で積立てて、県社協へ支援
を行いたいと要望いたします。

地区LCIF国際協調・
アラート委員長
L.瀨戸口瑛智

（2）ＧＳＴ国際協調・ＬＣＩＦ・アラート・ＦＷＴ分科会
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提出案件
（決議事項・要望事項･申送
り事項･研究事項いずれか
を記入してください）

理由または説明
提出クラブ･委員会
(提出責任者名の記入）

【要望事項】

自然災害時協力企業一
覧作成について

同じく、締結されました協定書に、「ライオンズ
クラブは、クラブ会員が有する専門性を活かし
た、物的・人的支援を提供する。」とあります。
今期久留米の災害ではライオンズクラブ会員
企業の迅速な協力で全てを１０日間で対応す
ることができました。
今後につきましては、より一層の対応ができる
ように、自然災害時協力企業一覧を作成し、
活動を推進していくことを要望いたします。

地区LCIF・国際協調・
アラート委員長
L.瀨戸口瑛智

（2）ＧＳＴ・国際協調・ＬＣＩＦ・アラート・ＦＷＴ分科会
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提出案件
（決議事項・要望事項･申送
り事項･研究事項いずれか
を記入してください）

理由または説明
提出クラブ･委員会
(提出責任者名の記入）

【要望事項】

クラブから地元高校へ
「献血普及支援活動」

について

　337-A地区では、高校生・大学生の献血普
及支援活動を地区内に広げていきたいと考え
ています。

献血者の約70％が50歳未満の方々で、この世
代の輸血が医療を大きく支えております。しか
し、若年層10代～30代の献血者数は減少傾
向にあります。少子高齢化が進んでいくと、将
来の安定供給に支障をきたす恐れもありま
す。

伊都福岡LCが年2回開催している「舞鶴高校」
での献血活動では、多くの高校生が献血を
行っています。
337-A地区では、現在27校が地区内クラブの
働きかけで献血活動を実施しています。

上記以外の地区各クラブにも真剣に取り組ん
でいただき、地区GST委員会及び日本赤十字
社と一丸となって献血活動の促進を高校・大
学に進めていき、地区クラブ全てが学校献血
をアクティビティとしていただくことを要望いた
します。

地区GST委員長
Ｌ渡邉　学

（2）ＧＳＴ・国際協調・ＬＣＩＦ・アラート・ＦＷＴ分科会
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提出案件
（決議事項・要望事項･申送
り事項･研究事項いずれか
を記入してください）

理由または説明
提出クラブ･委員会
(提出責任者名の記入）

　
【要望事項】

地区青少年育成・レオ委
員会と地区ライオンズク
エスト委員会に対する事
業資金振り分けの変更に

ついて

　
現在、地区会費から地区青少年育成・レオ委
員会に対しては正会員１名あたり300円、地区
ライオンズクエスト委員会に対しては同500円と
なっていますが、地区ライオンズクエスト委員
会の事業についてはLCIF交付金の活用に成
功し収入源の安定化が図れたこと、地区青少
年育成・レオ委員会についてはコロナ禍により
現時点では予算維持ができているものの、今
後夏期、冬期研修、地区年次大会などのすべ
ての行事を行った場合予算不足が見込まれ、
事業に参加していただいている会員の皆さん
からの登録料による負担増加が見込まれま
す。
　上記の事情から両委員会で検討した結果、
地区会費からの合計800円は変えず、青少年
育成・レオ委員会、地区ライオンズクエスト委
員会ともに400円ずつの負担と変更させていた
だきたく、本議案を提出します。

地区青少年育成・
レオ委員会　委員長
L.長谷　仁美

地区ライオンズクエスト
委員会　委員長
L.樋口　敏和

（3）ＹＣＥ・青少年育成・クエスト･レオ分科会
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